
ブックオフコーポレーション株式会社
（東証一部：3313）

◆

●四半期別前期比（直営店・国内）

◆

◆

●商材別売上高・仕入高実績（直営店・国内）　

【第3四半期連結累計期間】 単位：百万円

科目
売上高

リユース店舗事業
ブックオフオンライン事業
ハグオール事業
その他

売上総利益
販売管理費
営業利益（損失）

リユース店舗事業
ブックオフオンライン事業
ハグオール事業
その他
調整額（全社）

営業外収益
営業外費用

経常利益（損失） 西友大森店 BOOKOFF SUPER BAZAAR 東京都品川区
特別利益 ノースポート・モール店 BOOKOFF SUPER BAZAAR 神奈川県横浜市
特別損失 イオン仙台店 BOOKOFF SUPER BAZAAR 宮城県仙台市

税金等調整前四半期純利益（損失） 1 Shamelin Mall店 Jalan Jalan Japan マレーシア
法人税等 前橋広瀬店 BOOKOFF PLUS 群馬県前橋市
非支配株主に帰属する四半期純利益 奈良かしはら店 BOOKOFF PLUS 奈良県橿原市

親会社株主に帰属する四半期純利益（損失） 浜松北寺島店 BOOKOFF 静岡県浜松市
アクロスプラザ与次郎店 BOOKOFF 鹿児島県鹿児島市

【売上高】 富士中島店 BOOKOFF PLUS 静岡県富士市
□連結売上高 22号一宮バイパス店 BOOKOFF PLUS 愛知県一宮市

□リユース店舗事業
・

単位：百万円

【営業利益】 科目
売上高
営業利益
経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益（損失）

【親会社株主に帰属する四半期純利益（損失）】 ※当社は年次での業績管理を行っているため、通期のみの開示としております。
・

第3四半期連結損益は営業利益・経常利益が前年同期に比べ大幅な増益となったものの、各セグメントの直近トレンドを鑑み、通期
連結業績見通しは2017年5月公表数値に据え置き。

第3四半期累計損益は、連結売上高が前年同期より減少した一方で、前期第3四半期より実施したコスト見直しの効果により、連結営
業黒字となった。しかしながら、第2四半期に計上したハグオール事業における減損損失等の特別損失により、親会社株主に帰属す
る四半期純損失となった。
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リユース店舗事業既存店
売上高 96.3% 97.7% 97.0% 95.5% 96.5%

売上客数
仕入高 84.7% 95.2% 89.7% 100.9% 93.5%

2018年3月期 第3四半期決算補足資料

2018年3月期は、「ハグオール事業の抜本的改革」と「リユース店舗事業の収益力強化」の2点に注力し、収益の早期安定化を図る事
業年度と位置づけ。なお、運営効率化ならびにグループの持続的な成長と中長期的な企業価値の最大化を目的に、連結子会社ブッ
クオフオンライン株式会社と株式会社ハグオールの合併を2018年1月に決定済み。

1Q 2Q 上期 3Q 3Q累計 4Q

94.6% 95.6% 95.1% 92.6% 94.3%

前期比 構成比 前期比 構成比 前期比 構成比
商材名

売上高 仕入高
3Q期間 累計 3Q期間 累計

前期比 構成比
23.9% 94.4% 24.8%

音楽 93.2% 6.7%

書籍 99.2%

90.6% 7.0%

92.1%

95.2%

94.8%

94.7%

20.3%

10.7%

2018/3期3Q 構成比 2017/3期3Q 構成比 前期差 前期比 ゲーム
映像 90.8% 10.0% 87.2%

118.1% 21.0% 102.0%

98.2%

102.3%

94.1%

101.7%

52,177 87.8% 52,583 87.6% △ 405 99.2% 家電・携帯電話
ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ・ﾎﾋﾞｰ59,443 -            59,995 -            △ 551 99.1%

94.6% アパレル

5.4% 99.3% 5.4%101.6%

66.8% 6.1%88.4% 6.2%

11.4%

97.6%

78.3%

99.2%

100.6%

80.1%

98.5%

984 1.7%

84.7% 11.8% 90.4%4,538 7.6% 4,798

1.8% △ 76 92.8%

128.4% 10.4% 108.9%

1,060

1,743 2.9% 1,553 2.6% +190 112.3% 貴金属・時計・ブランドバッグ
8.0% △ 260

175 0.3% △ 512 - +688 -

9.7%

34,823 58.6% 35,731 59.6% △ 908 97.5%

4.6% 98.0% 4.6%

34,999 58.9% 35,219 58.7% △ 219 99.4%

その他 99.0%

144 -            220 -            △ 76 65.5%

2,309 -            1,029 -            +1,280 224.4%

△ 91 -            △ 67 -            △ 23 -

△ 736 -            △ 163 -            △ 573 -

580 1.0% 585 1.0% △ 5 99.1%

△ 1,450 -            △ 1,531 -            +80 -

546 0.9% △ 119 - +666 -

209 0.4% 192 0.3% +16 108.8%

430坪

+56 - 6月22日 896坪

691 1.2%

区分 店舗名 店舗パッケージ OPEN 所在地 売場面積

△ 97 - △ 407 - +309 -

246坪

6月29日 511坪
直営

新規出店

5月18日 532坪

700 1.2% 287 0.5% +412 243.5%

56 0.1% - - 

9月30日

9月15日 263坪

新規出店
4月21日 93坪
4月21日 223坪

4 0.0% - - +4 -
リパッケージ

4月8日538 0.9% △ 153 77.8%

7月22日 277坪

・ ハグオール事業が増収となったものの、リユース店舗事業及びブックオフオンライン事業が減収となったことにより、連結売上高
は前年同期より減少した。

第1四半期の大型複合店舗出店や株式会社ブックオフウィズなどの連結子会社化を実施したものの、既存店売上高が前年を下
回って推移したことにより減収となった。商材別ではゲーム、トレーディングカード・ホビー、貴金属・時計・ブランドバッグが好調に
推移した一方で、売上構成比が高い書籍、アパレル、音楽・映像ソフトなどの既存店売上高が前年同期を下回った。

2018/3期見通し 構成比 2017/3期実績 構成比 増減額

10月26日 249坪

FC
リパッケージ

△ 640 - △ 1,099 - +458 -

500 0.6% 116 0.1% +383 329.0%

増減率
・ ブックオフオンライン事業は減収に伴う売上総利益の減少、ハグオール事業は前期実施した大型物流倉庫への移転に伴うコスト

増及び催事販売「東京古着」の撤退に伴う損失によりそれぞれ減益となった。一方で、リユース店舗事業は前期第3四半期より実
施したコスト見直しの効果により大幅な増益となり、連結営業黒字となった。

82,000 -                  81,344 -                  +655 0.8%

950 1.2% 588 0.7% +361 61.3%

100 0.1% △ 1,159 - +1,259 - 

第2四半期に計上したハグオール事業の固定資産減損損失等の特別損失により、親会社株主に帰属する当期純損失となった。

Ⅱ.連結損益

Ⅲ.既存店実績（リユース店舗事業）

Ⅳ.新規出店・リパッケージ

Ⅴ.通期業績見通し

Ⅰ.説明要旨


